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【
調
査
の
概
要
】

◆
調
査
対
象
者

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
男
女
二
千
人

（
男
性
千
人
、
女
性
千
人
）

※
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
で
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作

為
に
抽
出

◆
調
査
方
法
　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収
　

◆
調
査
期
間

平
成
19
年
1
月
19
日
〜
2
月
5
日

◆
回
収
数

779
人
（
回
収
率
39.0
％
）

◆
調
査
項
目

・
生
活
全
般
（
家
事
の
役
割
分
担
、
子
育
て
な
ど
）

・
就
労
（
職
場
で
の
男
女
平
等
な
ど
）

・
男
女
が
安
心
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
認
識
な
ど
）

・
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
意
識

・
市
（
行
政
）
に
要
望
す
る
施
策

※
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

男
性
と
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
対
等
な
人
格
を
持
つ
こ

と
を
認
め
合
う
と
と
も
に
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
で
す
。

男
女
の
自
立
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
施
策
の
指
針
と
な
る
「
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
考
え
や
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
調
査
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
２
回
に
分

け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、
調
査
結
果
の
中
か
ら
、
生
活
全
般

と
就
労
に
つ
い
て
、
来
月
号
で
は
、
男
女
が
安

心
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
、
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
意
識
、
市
に
要
望
す
る
施
策
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

企画財政課
政策推進グループ
140－5552

問い合わせ先

男女共同参画推進委員会の模様

◆
回
答
者
の
属
性
に
つ
い
て

①
性
別

回
答
者
は
、
女
性
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

②
年
齢

左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
29
歳
以
下
と
70
歳
以
上

の
回
答
者
は
、
若
干
少
な
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

◆
生
活
全
般
に
つ
い
て

①
家
庭
に
お
け
る
家
事
の
役
割
分
担

洗
濯
、
食
事
の
準
備
な
ど
の
家
事
が
、

女
性
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
家
庭
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ゴ
ミ
出
し
は
、
女
性
の
役
割
の
比
率
が

5
割
を
切
っ
て
お
り
、
家
族
の
中
で
男

性
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
家
庭
が
相
対

的
に
多
く
、
育
児
・
し
つ
け
、
高
額
な

商
品
の
購
入
は
、
夫
婦
や
家
族
で
分
担

し
て
い
る
家
庭
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

ま
た
、
家
具
等
の
修
理
は
、
男
性

の
役
割
と
な
っ
て
い
る
家
庭
が
多
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。



②
男
性
、
女
性
と
も
に
家
事
等
に
参
加
す
る

た
め
の
環
境
づ
く
り

男
性
は
女
性
に
比
べ
て
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
が
強

く
、
女
性
は
男
性
の
意
識
改
革
が
重
要
と
の

認
識
が
強
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

◆
就
労
に
つ
い
て

①
職
場
で
の
男
女
の
扱
い
に
つ
い
て

福
利
厚
生
、
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど
の
多

く
の
項
目
で
、
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

幹
部
職
員
へ
の
採
用
や
昇
進
・
昇
格
で
は
、

男
性
の
ほ
う
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

②
女
性
の
能
力
発
揮
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

女
性
が
職
場
で
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
男
性
、
女
性
と
も
、
仕
事
と
家
庭
を
両

立
さ
せ
る
た
め
の
制
度
が
最
も
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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総
合
計
画
懇
話
会
か
ら

提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
！

総
合
計
画
懇
話
会
に
お
い
て
、
総
合
計
画

の
策
定
に
関
す
る
意
見
・
提
言
が
「
下
野
市

総
合
計
画
策
定
に
伴
う
市
民
か
ら
の
提
言

書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
3
月
20
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
懇
話
会
に
お

い
て
、
陣
内
会
長
か
ら
広
瀬
市
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

提
言
書
は
、
市
民
の
視
点
か
ら
真
摯(

し

ん
し)

に
議
論
を
積
み
重
ね
た
成
果
で
、
市

政
運
営
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る

総
合
計
画
へ
の
「
願
い
」
や
「
思
い
」
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
提
言
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

●
提
言
書
の
閲
覧
　

a
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

s
文
書
閲
覧
（
企
画
財
政
課
窓
口
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　

企
画
財
政
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ

1
（
40
）
5
5
5
2

提言書を提出する陣内会長




